


　

持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
あ
た
っ
て

は
、
森
林
の
持
つ
木
材
生
産
機
能
と
生
物

多
様
性
や
水
源
涵
養
等
の
公
益
的
機
能
と

の
両
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
渓
流

沿
い
や
尾
根
、
希
少
な
個
体
群
と
し
て
保

護
し
て
い
る
保
護
林
の
周
辺
な
ど
は
、
公

益
的
機
能
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
皆
伐
区

域
か
ら
除
外
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
計
画
課
で
は
、

木
材
生
産
と
公
益
的
機
能
と
の
両
立
を
図

る
伐
区
設
定
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
手
引

き
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
課
は
、
今
年
度
、
四
万
十
川
な
ど

３
つ
の
森
林
計
画
区
に
つ
い
て
、
森
林
計

画
の
策
定
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
四
万
十
川
森
林
計
画
区
は
国
有

林
面
積
が
大
き
く
伐
採
・
更
新
の
事
業
量

が
多
い
こ
と
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
栽
に

よ
り
単
一
の
樹
冠
層
を
育
成
す
る
育
成
単

層
林
や
林
齢
・
樹
高
が
異
な
る
複
数
の
樹

冠
層
を
育
成
す
る
育
成
複
層
林
な
ど
、
多

様
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
“
見
え

る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”（
グ
リ
ー
ン
四
国

№
１
２
１
４
ｐ
３
【
取
組
事
項
５
】
参

照
）
の
対
象
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

四
万
十
森
林
管
理
署
担
当
者
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
生
物
多
様
性
の
保

全
を
図
る
渓
流
沿
い
の
保
護
樹
帯
を
ど
の

よ
う
に
設
定
し
た
ら
よ
い
か
具
体
的
な
基

準
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
や
保

護
樹
帯
の
測
量
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

意見交換会の様子

2

多様な森林づくり‟見える化プロジェクト”
三原米の多様な森林づくり協定ゾーン

　

ま
た
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
見
え
る
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
複
層
林
造

成
の
た
め
に
行
う
複
層
伐
の
具
体
的
な
方

法
や
多
様
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
施
業

方
法
の
見
直
し
を
今
年
度
の
森
林
計
画
策

定
時
に
全
て
行
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
計
画
課
で
は
、
手
引
き
の
充
実

を
図
る
た
め
、
四
万
十
森
林
管
理
署
以
外

で
も
説
明
会
や
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、

今
年
度
以
降
の
森
林
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。



安
芸
森
林
管
理
署
の

　
　
令
和
３
年
度
事
業

〈
安
芸
森
林
管
理
署
長　

高
木　

鉄
哉
〉

　

安
芸
森
林
管
理
署
は
、
高
知
県
東
部
の

馬
路
村
な
ど
安
芸
郡
５
町
村
と
、
安
芸
市
、

室
戸
市
に
所
在
す
る
国
有
林
及
び
官
行
造

林
を
管
理
経
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
は
以
下
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１�

．
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
治
山

対
策

列状間伐の実施箇所

　

�　

国
有
林
内
の
山
腹
崩
壊
箇
所
の
復
旧

工
事
や
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
箇

所
の
対
策
工
事
を
行
う
ほ
か
、
平
成
23

年
７
月
の
台
風
６
号
に
伴
う
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
奈
半
利
川
流
域

の
民
有
林
直
轄
治
山
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

２�

．
伐
採
・
造
林
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

削
減

　

�　

伐
採
か
ら
植
栽
ま
で
途
切
れ
ず
行
い

更
新
コ
ス
ト
の
縮
減
に
資
す
る
一
貫
作

業
や
、
植
栽
木
の
生
育
状
況
等
を
踏
ま

え
つ
つ
下
刈
回
数
の
削
減
や
冬
下
刈
の

導
入
に
取
り
組
み
、
省
力
化
を
進
め
ま

す
。

奈半利川地区民有林直轄
治山事業箇所（北川村平鍋）

ワナに掛かったシカ

育成中の早成樹
コウヨウザンの大苗

３�

．
国
有
林
材
の
安
定
供
給
と
林
業
事
業

体
の
育
成

　

�　

丸
太
の
委
託
販
売
や
シ
ス
テ
ム
販

売
、
立
木
販
売
を
通
じ
て
国
有
林
材

６
万
３
千
㎥
（
丸
太
換
算
）
を
安
定
供

給
す
る
と
と
も
に
、
事
業
体
育
成
に
も

資
す
る
素
材
生
産
の
複
数
年
契
約
を
実

施
し
ま
す
。

  千本山入口のトイレ（令和２年度改修）

４�

．
地
域
と
連
携
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

対
策
の
推
進

　

�　

地
元
と
協
定
を
結
び
、
①
囲
い
わ
な

等
の
無
償
貸
与
、
②
国
有
林
の
入
林
手

続
の
簡
素
化
、
③
捕
獲
技
術
支
援
に
よ

り
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ

て
シ
カ
被
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

５�

．
国
有
林
の
管
理
経
営
に
不
可
欠
な
林

道
の
整
備

　

�　

通
行
の
安
全
性
を
向
上
す
る
改
良
工

事
や
、
豪
雨
等
で
被
災
し
た
林
道
の
復

旧
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
林
道
の
開
設

を
進
め
ま
す
。

６�

．
国
民
に
親
し
ま
れ
る
森
林
空
間
の

整
備
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�　

「
日
本
美
し
の
森
」
に
も
選
定
さ
れ
て

い
る
千
本
山
風
景
林
に
つ
い
て
、
歩
道

の
一
部
に
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
、

安
全
な
利
用
に
資
す
る
よ
う
整
備
を
進

め
ま
す
。

７�

．
新
た
な
技
術
の
導
入
・
普
及

　

�　

架
線
集
材
の
効
率
化
に
資
す
る
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
架
線
資

材
の
運
搬
や
、
カ
メ
ラ
付
き
ロ
ー
ジ
ン

グ
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
集
材
等
に
つ
い

て
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

�　

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ドローンによる資材（苗木）運搬

希
少
ツ
ツ
ジ
の

　
　
開
花
状
況
調
査

〈
局 

計 

画 

課
〉

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
愛
媛
県
南
部
に
の
み
自
生
す

る
希
少
種
の
ト
キ
ワ
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
の
開

花
状
況
調
査
を
、
国
有
林
で
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
月
21
日
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

に
も
配
慮
し
つ
つ
開
花
の
時
期
に
合
わ
せ

石
垣
英
司
局
長
を
先
頭
に
計
画
課
と
共
同

で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
予
め
定
め
た
標
準
木
の
開
花

数
・
生
長
量
を
記
録
す
る
も
の
で
、
今
年

は
花
の
数
も
例
年
以
上
で
満
開
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
箇
所
は
、
数
年
前
の
間
伐
に
よ
り

陽
光
も
よ
く
な
り
蕾
を
着
け
る
木
も
少
し

ず
つ
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
陽

光
を
十
分
浴
び
た
ツ
ツ
ジ
は
調
査
を
重
ね

る
度
に
山
を
染
め
る
淡
い
紫
色
が
年
々
鮮

や
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

周
辺
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
が
続

い
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24

年
か
ら
シ
カ
食
害
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
し

て
ト
キ
ワ
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
を
単
木
保
護
す

る
と
共
に
定
期
的
に
巡
視
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
協
力
も
頂
い
て
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
者
や
愛
媛
森
林
管
理
署

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
こ
の
希
少
植
物
の

生
息
環
境
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

トキワバイカツツジ

グリーン四国№ 1215
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開花状況調査の様子

「
幡
多
山
も
り
フ
ェ
ス
実
行
委

員
会
」
に
林
野
庁
長
官
の
感

謝
状
を
贈
呈

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

５
月
10
日
、
四
万
十
森
林
管
理
署
の
署

長
室
に
お
い
て
、「
国
民
の
森
林(

も
り)

づ
く
り
推
進
功
労
者
」
と
し
て
「
幡
多
山

も
り
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
」
に
対
し
、
林

野
庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

幡
多
山
も
り
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
は
、

高
知
県
の
幡
多
地
域
７
森
林
組
合
（
大
月

町
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
三
原
村
、

西
土
佐
村
、
中
村
市
、
幡
東
の
各
森
林
組

合
）
の
職
員
で
組
織
さ
れ
て
活
動
し
て
お

宿毛市森林組合坂本係長（左）と前田署長
（感謝状贈呈の様子）

り
、
幡
多
地
域
の
林
業
の
Ｐ
Ｒ
、
幡
多
地

域
産
材
の
利
用
促
進
（
あ
わ
せ
て
山
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
）、
木
材
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
か
ら

「
幡
多
山
も
り
フ
ェ
ス
」
と
称
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
四
万
十
川
の
河
畔
で
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
こ
う
ち
山

の
日
」
の
事
業
と
し
て
の
側
面
も
持
ち
、

毎
年
５
０
０
０
名
程
度
の
来
場
者
を
集
め

る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
第
７
回
で
は
「
幡
多
の

自
然
と
み
ど
り
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
、

来
場
さ
れ
た
方
に
は
様
々
な
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
木
の
ぬ
く

も
り
や
林
業
、
建
築
な
ど
の
職
業
の
Ｐ
Ｒ
、

高
知
県
西
部
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
高
性
能
林
業
機
械
は
奥
地
で
し
か
見
ら

れ
な
い
た
め
、
会
場
で
最
新
林
業
メ
カ
の

試
乗
体
験
や
林
業
コ
ス
プ
レ
な
ど
「
見
え

る
化
」
し
、
林
業
後
継
者
育
成
に
も
一
躍

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
署
も
協
賛
と
し
て
第
１
回
目

か
ら
ブ
ー
ス
を
出
し
て
お
り
、
松
ぼ
っ
く

り
の
ツ
リ
ー
製
作
体
験
、
巨
大
な
ノ
コ
ギ

リ
に
よ
る
丸
太
切
り
や
林
業
に
関
す
る
○

×
ク
イ
ズ
を
行
う
な
ど
、
若
手
職
員
を
中

心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
頃
、

林
業
や
森
林
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
都

松ぼっくりのツリー製作体験の様子

市
部
の
住
民
に
、
森
林
・
林
業
の
現
状
や

木
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
今
年
の
実
行
委
員
会
の

実
行
委
員
長
で
あ
る
宿
毛
市
森
林
組
合
の

坂
本
森
林
整
備
係
長
に
代
表
者
と
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

坂
本
森
林
整
備
係
長
は
、「
高
知
県
西

部
は
、
色
合
い
や
香
り
の
良
い
幡
多
ヒ
ノ

キ
が
育
っ
て
お
り
、
地
域
内
外
の
消
費
者

に
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
、
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
地
元
の
方
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の

方
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
主
旨

と
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
取
組
を
進
め
て

き
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
幡
多
地
域
の
７
つ
の
森
林
組
合
を

中
心
に
当
署
や
、
県
、
市
町
村
等
の
方
々
、

職
業
技
術
訓
練
学
校
や
、
地
元
の
農
業
高

校
と
い
っ
た
組
織
が
集
い
、
川
上
か
ら
川

下
ま
で
の
多
く
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
活
動
に
お
い

て
、
お
互
い
の
現
状
や
、
問
題
点
な
ど
も

共
有
・
理
解
す
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
林
野
庁
長
官
の

感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
中
止

の
決
断
と
な
り
、
今
年
の
開
催
に
つ
い
て

も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
続
い
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
様
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
行

委
員
会
に
お
い
て
幡
多
地
域
の
林
業
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
も
何
か
出
来
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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３
千
８
百
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
参
加
頂
い
て
い
る
息
の
長
い
活
動

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

シカ食害防護ネットの設置作業の様子土砂流出防止マット設置と補修作業の様子

吉良崇夫署長による作業前説明の様子

　

当
日
の
作
業
地
は
、
登
山
口
か
ら
徒
歩

で
片
道
20
分
程
度
と
比
較
的
近
か
っ
た
も

の
の
、
現
地
は
急
峻
な
地
形
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
親
子
連
れ
の
参
加
者
を
は

じ
め
、
高
知
県
、
香
美
市
、
香
南
市
の
職

員
、
高
知
大
学
生
を
含
め
た
62
名
の
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
頂
き
、
四
国
森
林

管
理
局
・
高
知
中
部
森
林
管
理
署
職
員
を

合
わ
せ
、
総
勢
74
名
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
地
に
到
着
し
た
参
加
者
は
、
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、

早
速
４
班
に
分
か
れ
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー

や
当
署
職
員
等
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
手

際
よ
く
シ
カ
食
害
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置

（
約
３
５
０
ｍ
）
と
土
砂
流
出
防
止
マ
ッ

ト
の
設
置
（
約
１
２
０
㎡
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
現
地
に
向
か
う
途
中
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
設
置
し

た
シ
カ
食
害
防
護
ネ
ッ
ト
内
で
植
生
が
回

復
し
て
い
る
状
況
を
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
多
く
の
方
々
に
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
カ
の
食
害
か
ら
三

嶺
の
森
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
西
土
佐
藤
ノ
川
ヒ
ノ
キ
仙
人
の
森
」

中
学
生
「
堂
ヶ
森
登
山
」

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
市
立
西
土
佐
中
学
校
で
は
、「
地

域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
に
興
味
関
心
を

持
つ
た
め
の
学
習
」
と
し
て
、
多
様
で
優

れ
た
自
然
が
多
く
森
林
環
境
教
育
に
も
適

し
て
い
る
堂
ヶ
森
に
全
校
生
徒
が
登
山
す

巨大ノコギリによる丸太切りの様子

三
嶺
の
森
の
再
生
を
目
指
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

去
る
５
月
23
日
、
五
月
晴
れ
の
下
、
高

知
中
部
森
林
管
理
署
と
「
三
嶺
の
森
を
ま

も
る
み
ん
な
の
会
」
の
主
催
に
よ
り
、
三

嶺
山
系
の
東
熊
山
国
有
林
38
林
班
外
１

（
通
称
「
み
や
び
の
丘
」
周
辺
）
に
お
い
て
、

植
生
回
復
と
森
の
再
生
を
目
的
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
カ
食
害
防
護
ネ
ッ
ト

の
設
置
・
補
修
と
土
砂
流
出
防
止
マ
ッ
ト

の
設
置
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
続
い

て
お
り
、
今
回
で
35
回
を
数
え
、
延
べ



る
こ
と
に
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
が
案
内
役

で
同
行
し
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

５
月
10
日
、
全
校
生
徒
45
名
と
引
率
教

員
10
名
で
新
入
生
歓
迎
登
山
を
行
い
ま
し

た
。

堂ヶ森山頂でアカガシなどの観察の様子

　

当
日
は
素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、

登
山
道
沿
い
の
イ
ス
ノ
キ
や
ユ
ズ
リ
ハ
、

マ
ツ
な
ど
の
樹
木
を
観
察
し
な
が
ら
、

遠
く
に
見
え
る
鬼
ケ
城
山
系
の
山や
ま
な
み脈
や
、

西
土
佐
で
一
番
高
い
「
横
の
森
（
標
高
１
，

２
０
０
ｍ
）」
を
眺
め
た
り
、
途
中
で
は

５
０
０
年
の
間
、
多
く
の
旅
人
や
商
人
、

馬
子
、
領
主
や
家
臣
ら
が
行
き
来
し
た

天然ヒノキの身体測定の説明の様子

堂ヶ森遠景 ジャケツイバラの花を背景に集合写真

往お
う
か
ん
ど
う

還
道
な
ど
の
歴
史
を
学
習
し
ま
し
た
。

山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
ア
カ
ガ
シ
や
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
の
照
葉
樹
（
常
緑
広
葉
樹
）

か
ら
、
モ
ミ
や
ツ
ガ
等
の
針
葉
樹
、
イ
ヌ

シ
デ
や
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
等
の
落
葉
広
葉

樹
が
混
生
す
る
四
万
十
川
流
域
の
貴
重
な

天
然
林
へ
の
移
り
変
わ
り
を
木
々
の
新
緑

や
鳥
の
さ
え
ず
り
の
観
察
を
ま
じ
え
、
豊

か
な
郷
土
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
約

90
分
で
堂
ヶ
森
山
頂
（
８
５
７
ｍ
）
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
「
堂
ヶ
森
の
由
来
」
や
伝

統
行
事
で
あ
る
堂
ヶ
森
祭
の
奉
納
相
撲

で
あ
る
「
女
相
撲
」
な
ど
の
説
明
を
聞
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い
た
り
、
山
頂
か
ら
眼
下
に
蛇
行
す
る

四
万
十
川
や
四
万
十
市
街
の
眺
望
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
下
山
途
中
に
は
、
天
然
ヒ
ノ
キ
の

群
落
や
森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
る
「
四
万
十
の
檜
ひ
の
き
せ
ん
に
ん

仙
人
」
の
大
木
を

目
の
当
た
り
に
し
た
生
徒
達
は
、
江
戸
時

代
か
ら
約
三
百
年
と
い
う
長
い
年
月
を
経

て
現
存
す
る
天
然
ヒ
ノ
キ
の
雄
大
さ
に
大

変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
、
生
徒
達
は
「
森
林
の
は
た
ら

き
」
や
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
や
獣
害
対

策
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
天
然
ヒ
ノ
キ

の
群
落
内
で
、
木
の
高
さ
や
胴
回
り
を
測

る
「
天
然
ヒ
ノ
キ
の
身
体
測
定
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
生
徒
の
代
表
か
ら
、「
前

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
山
の
こ
と
、
木
の
こ

と
、
動
物
た
ち
の
こ
と
な
ど
、
今
回
の
山

登
り
を
通
し
て
新
し
い
発
見
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
帰
る
途
中
、
杖つ
え

ヶ
尾お

林
道
沿
い

の
森
林
軌
道
の
遺い

こ

う構
の
見
学
も
で
き
、
学

校
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
良
い

一
日
で
し
た
。



　

２
０
０
０
年
以
降
、
全
国
的
に
降
雨
の

強
度
は
増
大
し
て
お
り
、
土
砂
災
害
の
発

生
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
（
田
井
ほ
か 

２
０
１
２
）。
土
砂
災
害

が
増
加
す
る
な
か
で
、
そ
の
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
は
、
地
域
性
を
考
慮
し
た
適

切
な
流
域
管
理
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
対
象
と
す

る
流
域
に
お
い
て
過
去
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
条
件
や
頻
度
、
災
害
発
生
と
流
域

管
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

湖
や
海
の
底
に
溜
ま
っ
て
い
る
堆
積
物

に
は
、
そ
の
上
流
域
に
関
す
る
過
去
の
情

報
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

堆
積
物
を
分
析
す
る
こ
と
で
過
去
の
土
砂

災
害
を
復
元
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
筆
者
は
堆
積
物
を
用
い
た
土
砂
災
害

の
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
石
川
県
の
七
尾
西
湾
に
お
い

て
行
っ
た
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

　

七
尾
西
湾
で
は
、
主
要
流
入
河
川
で
あ

る
熊
木
川
の
影
響
が
堆
積
物
に
強
く
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
熊
木
川
の
河
口
近
く
か
ら
堆
積

物
を
採
取
し
（
写
真
１
）、
そ
の
放
射
性

鉛
（
鉛
―
２
１
０
）
濃
度
の
測
定
を
行
い

ま
し
た
。
半
減
期
が
22
・
3
年
で
あ
る
鉛

―
２
１
０
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過

去
１
０
０
年
間
程
度
の
堆
積
物
が
溜
ま
っ

た
時
期
を
正
確
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
鉛
―
２
１
０
濃
度
が
一
定

に
な
る
層
が
み
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
短

期
間
に
土
砂
が
堆
積
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
た
め
、
流
域
か
ら
の
土
砂
流
出
が
生
じ

た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

射
性
鉛
の
分
析
結
果
か
ら
、
２
０
１
０
頃

と
２
０
１
７
年
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
熊
木
川
の
流
域

に
位
置
す
る
七
尾
市
で
は
、
２
０
１
１
年

お
よ
び
２
０
１
７
年
の
７
月
に
梅
雨
や
台

風
に
よ
っ
て
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
堆
積
物

中
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
砂
流
出
層
は
、
過

去
の
土
砂
災
害
履
歴
と
対
応
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
回
の
土
砂
流
出
層
に
含
ま
れ

る
花
粉
の
種
類
と
量
を
調
べ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ど
の
層
に
お
い
て
も
熊
木
川
流

域
に
広
く
植
栽
さ
れ
て
い
る
ス
ギ
の
花
粉

が
最
も
多
く
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
土
砂

流
出
初
期
の
熊
木
川
の
流
量
が
最
も
増
加

し
た
と
み
ら
れ
る
期
間
に
お
い
て
ア
カ
メ

ガ
シ
ワ
や
ハ
ン
ノ
キ
属
（
写
真
２
）
と
い
っ

た
広
葉
樹
花
粉
が
顕
著
に
増
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
熊
木
川
下
流
域
の
河
畔
に

分
布
す
る
分
類
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
流

量
の
増
大
時
に
河
畔
域
か
ら
流
出
し
た
土

砂
が
堆
積
し
た
結
果
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
尾
西
湾
の
研
究
は
、
堆
積
物
を
用
い

た
分
析
に
よ
っ
て
過
去
の
土
砂
災
害
を
正

確
に
復
元
で
き
る
こ
と
や
、
土
砂
災
害
が

生
じ
た
時
の
土
砂
の
供
給
範
囲
を
推
定
で

き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

深
度
ま
で
堆
積
物
試
料
を
採
取
す
る
こ
と

で
、
過
去
長
期
間
の
土
砂
流
出
の
記
録
を

復
元
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

四
国
各
地
の
海
域
や
湖
沼
、
さ
ら
に
は
ダ

ム
湖
な
ど
の
堆
積
物
を
用
い
て
過
去
の
土

砂
流
出
と
流
域
管
理
の
関
係
に
つ
い
て
調

査
す
る
予
定
で
す
。

写真１　堆積物採取の様子
写真２　抽出したアカメガシワ花粉（上）と
　　　　ハンノキ属花粉（下）
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